
 

 

 

 

 

          
           

  

   

 

 

      ● 斜里 RC 事務局メールアドレス 

    

             第 2884回例会  2022年 11月 16日（水）   発行：会報・広報・雑誌委員会 

点鍾：元木 誠二 会長     司会：三浦 詔男 副 SAA  

  

１．ゲストおよびビジター紹介 ～なし 

 

 

                          

３．会 長 の 時 間 ～元木会長                 

・皆さま、こんにちは 

  北海道のコロナ感染者が 1 万人を超え、さらに全国では 

 10万人を超えました。さらには、オホーツク管内でもクラ 

 スターの発生が相次いでおります。 

  鈴木知事からは、第 8 波に入ったと考えてもよいとの記事が道新に掲載されておりました。 

 いつになったら感染病の恐怖から解放されるのか不安になるばかりです。 

 ただ、現状で言えるのは、感染対策をしながらなるべく経済、地域、社会行動を行うといったところで 

しょうか。 

 先週は、斜里町主催の「町民懇談会」に参加してまいりました。 

集まった町民の数は 20人ほどでした。これまで行われた「町民懇談会」では行政に対して意見を述べ、 

それに対して回答をする対面形式での懇談でしたが、今回は 6～7名のグループを作り、付箋紙を使用 

して「斜里町の良いところ・悪いところ」また「観光船事故に対して思うこと」などを書き出してテー 

マに沿って皆さんが発言するといった形式となっており、参加した町民は発言しやすい内容だったと思 

います。私がいたグループは、年齢も 20～70 代、職業も違う、また、半分の方が斜里町生まれ以外の 

方でした。 

 それぞれ価値観が違う中で「斜里町」を語りましたが、様々な意見が聞ける場として、また自分の価 

値観と違う方の考え方を理解するといった多様性に対する理解を斜里町という身近なワードで経験する 

ことはとても新鮮であったと感じております。 

 この懇談会で斜里町が抱えている問題解決にはなりませんし、この懇談会で出された意見をどこまで 

行政が尊重するかもわかりません。というか、それに関してはあまりしないと思います。 

 しかし、今後もこのような機会があれば、是非斜里 RCメンバーにも参加していただければ、奉仕の 

方法や方向性を探る良い機会であると感じたことを今日はお話しさせていただきました。 

最後に、参加された町民全員が心から斜里町を愛しているのだな、と感じた次第でございます。 

 さて、本日は「米山梅吉」についてお話ししたいと思います。 

ロータリークラブ在籍が永い方はご存知だと思いますが、今一度「米山梅吉」についてここで簡単に紹 

介したいと思います。 

 梅吉は、1868 年に東京で「和田家」に生まれ、5際の時に父親が他界したため母親の実家である静 

岡へ移住しました。19歳で今の青山学院大学に入学し、アメリカ人講師のもとで英語を学びました。 

のちに「米山家」の養子となり、渡米。8年間でたくさんの大学で法学を学び、日本に帰国後、勝海舟 

に従事します。その後、三井銀行に入社し、常務取締役に就任。 

 そして 1920年に日本初のロータリークラブである「東京ロータリークラブ」を設立し、初代会長に 

就任しました。 

２．ロ ー タ リ ー ソ ン グ ～我等の生業 

● 会  長： 元木 誠二  ● 副 会 長： 村田 均、高木 壽一  ● 幹 事 ： 森田 拓巳 
● 創   立 ： 1963 年 10 月 5 日                  ● 例会日時 ： 毎週水曜日 12：00～13：00 
● 事 務 所 ： 〒099-4112 斜里郡斜里町港町１   ● 例会場 ： ホテルグランテイア知床斜里駅前 

 TEL(0152)26-7978  FAX(0152)26-7980  〒099-4112 斜里郡斜里町港町 16-10  
                                                TEL(0152)22-1700  
             shaｒｉrotary@peach.plala.or.jp 

 
 

 

 



 

 

 

 

 社会事業・医療事業に奉仕するとともに、子ども教育のために、はる夫人と共に私財を投じて小学校 

を設立しました。 

「何事も、人々からして欲しいと望むことは人々にもその通りにせよ」・・・これは米山氏の願いでもあ 

り、ご自身の生涯そのものでした。 

また、他人への思いやりと助け合いの精神を身を以って行いつつ、そのことを多くは語らなかった人で 

あったと言われております。 

 米山氏は、「今後、日本の生きる道は平和しかない。世界に理解してもらうためには一人でも多くの留 

学生を迎え入れ、信頼関係を築くこと。それが日本のロータリーに最もふさわしい国際奉仕事業ではな 

いか」との思いから留学生への支援として外国人留学生を支援するための民間最大の奨学団体として「米 

山記念奨学会」を設立しました。現在では、年間約 900人の留学生に対して 14億 4000 万円を奨励し、 

その関係国は 129 か国となっています。 

 私も、「米山記念奨学会」を知ったのはロータリーに入会してからです。 

予算書を見ても、一人頭 3,400円、斜里 RC として年間 112,200 円が支出されています。 

このお金は「米山記念奨学会」を通じて、全国のロータリーで留学生を支援しているクラブに貢献して 

います。 

 斜里 RCとして留学生を受け入れるといった事業は近年ないため、「米山記念奨学会」とは関係性があ 

まり感じ取れることが少ないですが、このような支援が全国のロータリーで行われていることを機に、 

少しでも皆さんに知っていただけると幸いです。 

 また、「米山梅吉記念館」が静岡県にあるそうです。そこには、米山梅吉はもちろんポール・ハリスと 

いった日米ロータリークラブの祖を作った人物像や、その当時米山氏が日本のロータリークラブ創立の 

ために奔走した貴重な歴史を理解できる資料がたくさんあるそうです。さらに、記念館では毎週、地元 

長泉 RC・裾野 RC の例会場になっているそうです。 

 HPを見ると「全国のロータリークラブでもご利用可能」となっていましたので、機会があったら斜 

里 RCとして「米山梅吉記念館」での例会開催、そして皆さんで一度静岡まで行きたいものですね。 

 それでは、本日も皆さんの貴重な時間を使った例会を有意義に過ごしましょう。 

  

４．幹 事 報 告 ～なし 

 
 

・中田 親睦活動委員長～先日の理事会にて「年末家族親睦パーティー」の開催日時について承認をいただき 

   ました。12/10（土）17：30 より藤苑にて通常開催いたしますが、「コロナ蔓延防

止等重点措置」が発令されましたら中止とさせていただきます。楽しい催しを考えておりますので多数

の会員の皆さまの参加をお待ちしております。 

・村田会員～コロナが第 8 波に入る懸念から 11月の家庭集会は中止といたします。 

・森田幹事～当クラブの下山会員が、この度永年にわたる社会保険委員活動が評価され「厚生労働大臣賞」 

      を受賞されたとのことでご報告いたします。詳細についてはご本人出席の際にお伺いしたい 

      と思います。 

・武藤会員～こんにちは 

      Facebookや会報を読ませていただいて「ロータリーの 

 友」11月号に私の記事が載ったということを、改めて実感しまし 

 た。 

  この掲載については、文章の校正をしていただいたり、推薦して 

 いただいてこのような形で残りましたことを本当に有難く思います。 

  この「ロータリーの友」を読んだ方からもお言葉をいただいたり 

 しております。 

  色んな面でこのようなことを望んで始めたわけではないのですが、ただ「献花をしたい」と思っただ 

けで、このことをたくさんの人に評価していただいたということに改めて有難いなと思っています。 

 本当にありがとうございました。 

 

６．本 日 の プ ロ グ ラ ム ～元木会長  

 

５．委員会、その他の報告 ～元木会長 



 

 

 

 

✦会員卓話 

◈今井 出席・プログラム副委員長 

  本日は、プログラム委員長が欠席のため、私が代行させていた 

 だきます。 

  さて、本日は会長の活動方針の一つ「会員がより会員を知る」と 

 いうことをテーマにプログラム委員会において会員卓話をご用意い 

 たしました。 

  コロナ禍において各会員の会社だけではなく業種自体にも変化 

 があったことと思います。 

 今回は、大きな企業においてはどのような現状なのかを含め、会 

 員と職業を知る目的で、泉会員から、車業界においての卓話をお願いしました。 

◈泉会員 

  現在の自動車業界の市場、流れなどについてお話しさせていた 

 だきます。 

  最近、新聞や TV などで「温暖化」とか「カーボンニュートラル」 

 など環境問題などについての話題が多くなってきています。 

 こうした環境問題について、乗り物としての車のガソリン、軽油 

 など化石燃料を使用せずに電気を動力とする電気自動車の普及に 

 取り組んでいます。 

  トヨタ自動車では、この問題に対して「エコカー」として「ハイ 

 ブリッド車」「プラグインハイブリッド車」「電気自動車」「燃料電 

 池自動車」の 4 種類を出しています。 

  現在一番普及しているのが「ハイブリッド車」です。ほとんどのメーカーが自社の車種の中の 3分の

2 位を占めています。 

まだまだ遅れていますが、日に日にガソリン車が無くなりながらハイブリッドからプラグインハイブ

リッドへと進んで来ているのが現状です。 

 国内でも、法案が通れば 2035年までにはガソリン車の新車販売が禁止されることになっています。 

 ちなみに、ノルウｴ―2025年、スウｴ―デン・ドイツ・イギリス 2030 年、アメリカ・中国 2035年、 

フランス 2040年となっています。 

 EV（電気自動車）のメリットとして ➀地球環境に優しい ②ランニングコストが安い ③音が静か 

④災害時に電源として使える ⑤購入時に補助金や優遇税制がある。 

 デメリットとしては、➀価格が高い（ガソリン車の 1.5～2 倍）②充電に時間がかかる ③充電されて

いないと役立たない などです。 

 これからは、だんだん「自動運転」の時代に入って来ます。レベル的には、レベル 5 のうちレベル 2

までクリアーしています。安心・安全な車が出来上がって来ているのが現状です。 

    

７. ニコニコ Ｂ Ｏ Ｘ ～中田 親睦活動委員長 

・本人誕生祝～武藤会員 

・奥様誕生祝～中島会員 

・結婚記念祝～鈴木会員 

 

 

 ▪本日出席～33名中 24 名出席（出席率：72.7％） 

 

☆ 幹事より次回例会の案内   
 ・次週 11/23（水）は休会、次回は 11/30（水）第 2885 回例会～産業会館 2F    

                      
                                                                                                                                                                                     

 

      

  

８．出 席 報 告 ～今井 出席･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ副委員長               

斜里 RC 会長のテーマ 2022-2023 国際ロ－タリ－のテ－マ 


